
小鹿野町における観光まちづくりの推進について 

株式会社マキュアス 代表取締役 猪瀬典夫 

埼玉県小鹿野町においては、中心市街地活性化への取り組みの一環として、観光まちづくりの

推進に取り組んでいます。 

観光誘客を目指した施設整備などの事業実施に先立ち、地域資源を活用した実現可能なソフト

事業や実験事業などを段階的に実施し、持続的なまちづくり活動の推進を目指しています。 

なお、ＮＰＯ法人つげの会では、平成２１年６月６日に小鹿野町で実施されるイベント「路地

ＳＴ．」への協賛など、小鹿野町の観光まちづくりを応援しています。 

■観光まちづくりへの取り組み背景 

• 小鹿野町においては、中心市街地の活性化を推進するために、西秩父商工会において、平

成１８年７月から「まちづくり協議会」を設置し検討を重ねるとともに、その下部組織と

して、平成１９年１月には「まちづくり協議会調査会」を設置、さらに、平成１９年７月

に「まちづくり協議会調査会商業対策エリア小委員会」を設置するとともに、観光まちづ

くりを主眼に検討・推進する「まちづくり協議会調査会作業部会」を平成２０年７月に設

置し、観光まちづくり事業の具体化を図っている。 

• また、「まちづくり協議会調査会作業部会」における検討過程で、実現可能な取り組みに

ついては、順次事業化に取り組む方向が確認され、路地を活用したまちづくり組織として、

「おがの路地まち研究会」が設置された。 

■観光まちづくりへ向けての取り組み状況 

• 小鹿野らしい・小鹿野固有の歴史・文化に基づく売り出すべきブランドである“小鹿野歌

舞伎”の定期的公演が可能な歌舞伎会館の整備と地元歌舞伎役者による興行ビジネスの構

築を目指す。 

• 早期の歌舞伎会館の整備や歌舞伎のみでの集客については、事業リスクがあるため、観光

パッケージ商品づくりに実験的に取り組むこととしている。 

• また、観光誘客へ向けては、街なかでの回遊・時間消費への対応が求められるため、歴史

的街なか空間としての路地の活用について検討し、観光誘客と街なかでのもてなし提供の

具体化を図ることとしている。 

• また、中心市街地に訪れる人たちに、気持ちよく過ごしていただき、街なか散策を楽しん

でいただくために、道路空間の一斉清掃や庭先の不要物などを片付けられない高齢者への

支援・手伝いなど行う「街みがきプロジェクト」を平成２１年 2 月から一ヶ月に一回の定

期的開催をルール化して実施している。 
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■小鹿野町・西秩父商工会の観光まちづくりビジネスの段階的な取り組み 

 

 
 

まちづくり事業の実践的組織として「おがの路地まち研究会」を設立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バンビサービス協同組合と連携して、「おがの街みがきプロジェクト」と「お

がの路地まち勉強会」の実施 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部協力団体 

ＮＰＯ法人日本都市計画家協会 

全国路地のまち連絡協議会 

外部協力団体 

参画・協力 参画・協力 

グループタウンウオッチング 

会員数約 500 名 

平成 21 年６月 

路地を活用したパフォーマンス・商

業活性化イベント「路地ＳＴ．」の

実施 

平成 21 年 11 月 

一泊二日 40 名、日帰り 40 名の

集客による観光パッケージ商品

の実験事業の実施 

小鹿野歌舞伎とまち歩き＆両神

の里山の生活文化体験 

路地空間の活用・演出、街な

かでのもてなし方策の検証 

○ 小鹿野歌舞伎とまち歩き＆両神の里山の生活文化体験による観光パ

ッケージ商品化 

○ 路地空間の環境整備の実施 

○ 小鹿野歌舞伎会館の整備 

検証 検証 

共催 
共催 ＮＰＯ法人つげの会 

協力 会員動員 

観光まちづくりビジ

ネスモデルの構築 
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出典（抜粋）：埼玉県商工会連合会／「コミュニティビジネスによる地域活性化－地域の課題解

決のために－」／平成２１年３月 

※埼玉県商工会連合会が、コミュニティビジネスの推進による地域活性化を目指して、県内商工会
へのアンケート調査やヒアリング調査の実施などに基づき、平成２０年度広域振興等地域活性化事
業報告書として取りまとめた。 

 


